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過去の台風経路データに基づく台風移動速度モデルの構築
Modeling of typhoon translation velocity based on past typhoon track data
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台風の動きは主に背景の大域的な風速場に支配されるため，台風の軌道はその風速場の変動に対応して変動しうる．台
風は東アジア地域において甚大な自然災害を引き起こす要因の一つであるため，このような軌道パターンの変動を評価
しておくことは重要であると考えられる．そこで，過去 60年分の台風軌跡データに対して，ガウス過程回帰を適用する
ことにより，季節変動や長期変動の効果も考慮した台風移動速度分布モデルを構築した．本講演では，方法の概要につ
いて紹介し，現状の問題点を議論する．
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